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写真 1　備前焼 甕　
1  表面伊部手　個人蔵
2  元亀 2年（1571）銘　岡山県立博物館蔵
3  文禄 3年（1594）銘　岡山県立博物館蔵
4  慶長12年（1607）銘　岡山県立博物館蔵
5  慶長18年（1613）銘　岡山県立博物館蔵
6  元和 5年（1619）銘　岡山県立博物館蔵



元
和
5
年
　
1
6
1
9

慶
長
18
年
　
1
6
1
3

慶
長
12
年
　
1
6
0
7

文
禄
3
年
　
1
5
9
4

元
亀
2
年

　
1
5
7
1

写真 2　備前焼 甕の変遷と表面が伊部手になった甕

時代が新しくなるにともない、
頸部から胴部への張りが小さくなり（黒縦線）、
胴部最大径の位置が頸部に近づく（白横線）。

表
面
伊
部
手



写真 3　美濃焼 美濃伊賀花入　個人蔵



写真 5　備前焼 木葉形鉢　岡山シティミュージアム蔵（木村コレクション）

写真 4（右）備前焼 水指　岡山シティミュージアム蔵（木村コレクション）
　　　（左上）耳拡大　（左下）写真 3美濃伊賀花入 耳拡大
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は
じ
め
に

　
「
伊
部
手
」
と
呼
ば
れ
る
備
前
焼
が
あ
る
。
光
沢
を
帯
び
た
黒
色
や
深
い
紫

色
に
な
っ
た
茶
道
具
な
ど
で
、
江
戸
時
代
以
降
に
流
行
し
た
。
伊
部
手
は
黒
く

発
色
す
る
土
を
水
で
溶
か
し
、
そ
れ
を
表
面
に
塗
る
。
塗
土
そ
の
も
の
は
、

な
ど
の
水
漏
れ
を
防
ぐ
た
め
、
室
町
時
代
に
は
す
で
に
行
わ
れ
て
い
た
と
さ
れ

る
（
桂
一
九
七
三
）。
た
だ
し
、
桂
に
よ
る
と
こ
う
し
た

は
、「
初
期
伊
部
手
」

に
含
ま
な
い
。
初
期
伊
部
手
は
、
水
指
や
花
入
と
い
っ
た
茶
道
具
に
限
る
。

　

伊
部
手
の
塗
土
に
は
、
備
前
市
畠
田
（
伊
部
の
南
西
約
五
㎞
）
の
土
を
使
用

し
た
と
伝
わ
る
。
黄
色
の
細
か
い
土
で
、
長
船
の
刀
鍛
冶
は
そ
の
土
を
焼
刃
に

利
用
し
た
。
な
お
、
同
様
の
発
色
が
得
ら
れ
る
土
は
畠
田
以
外
で
も
確
認
さ
れ

て
お
り
、
お
そ
ら
く
当
時
の
陶
工
は
、
畠
田
の
土
に
限
ら
ず
、
身
近
に
あ
る
そ

う
し
た
土
も
利
用
し
て
い
た
。
現
在
は
、
溝
や
田
ん
ぼ
に
沈
殿
す
る
「
ソ
ブ
」

と
呼
ば
れ
る
赤
泥
を
塗
り
、
伊
部
手
を
作
る
作
家
も
い
る
。

一　

こ
れ
ま
で
の
見
解
と
本
稿
の
目
的

　

伊
部
手
の
作
品
で
、
室
町
時
代
の
年
銘
を
刻
む
事
例
が
複
数
知
ら
れ
る
。
そ

の
た
め
、
伊
部
手
は
室
町
時
代
に
出
現
す
る
と
さ
れ
て
い
た
（
桂
一
九
七
三
）。

ま
た
、
塗
土
を
施
し
た
茶
道
具
に
は
「
作
行
に
ど
こ
か
古
格
が
感
じ
ら
れ
る
」

事
例
が
あ
る
と
し
、
伊
部
手
の
生
産
は
室
町
時
代
後
期
か
ら
続
く
と
も
い
わ
れ

て
き
た
（
林
屋
一
九
七
六
）。

　

と
こ
ろ
が
近
年
の
研
究
で
は
、
根
拠
と
な
る
紀
年
銘
作
品
の
制
作
は
江
戸
時

代
以
降
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
多
く
の
伊
部
手
茶
道
具
の
生
産
は
一
七

世
紀
中
頃
以
降
と
さ
れ
る
（
下
村
二
〇
一
六
）。「
伊
部
焼
」
の
表
記
が
文
献
に

登
場
す
る
の
も
寛
永
年
間
（
一
六
二
四
〜
一
六
四
四
）
の
後
半
で
あ
り
、
そ
の

頃
に
伊
部
手
の
生
産
は
盛
ん
に
な
る
。

　

し
か
し
、
慶
長
年
間
（
一
五
九
六
〜
一
六
一
五
）
に
制
作
し
た
可
能
性
が
高

い

に
、
伊
部
手
の
よ
う
に
表
面
が
光
沢
の
あ
る
黒
色
や
紫
色
に
な
り
、
付
着

し
た
燃
料
の
灰
（
ゴ
マ
）
が
黄
色
に
発
色
し
た
も
の
が
あ
る
。
初
期
伊
部
手
に

は
含
ま
な
い
と
さ
れ
る

で
あ
っ
て
も
、
同
じ
発
色
で
あ
れ
ば
、
伊
部
手
と
同

じ
素
材
を
使
い
、
同
じ
方
法
で
焼
成
し
た
可
能
性
が
高
い
。
そ
の

の
制
作
年

代
が
分
か
れ
ば
、
い
つ
頃
か
ら
伊
部
手
の
出
現
が
可
能
か
推
測
で
き
る
。

　

本
稿
で
は
ま
ず
、
一
六
世
紀
後
半
か
ら
一
七
世
紀
前
半
の
年
銘
を
記
し
た

を
年
代
順
に
並
べ
、

の
変
遷
を
紹
介
す
る
。
そ
し
て
、
伊
部
手
と
同
じ
発
色

の

が
、
そ
の
中
で
ど
れ
く
ら
い
の
時
期
に
位
置
付
け
ら
れ
る
か
検
討
す
る
。

　

ま
た
、
伊
部
手
に
は
、
高
取
焼
（
福
岡
県
）
や
美
濃
焼
（
岐
阜
県
）
の
茶
道

具
と
形
が
似
た
も
の
が
あ
る
。
高
取
焼
と
美
濃
焼
は
、
文
献
と
遺
跡
の
調
査
成

果
か
ら
、茶
道
具
の
制
作
時
期
が
絞
り
込
め
る
。
そ
の
年
代
観
を
参
考
に
し
て
、

伊
部
手
の
出
現
が
い
つ
頃
ま
で
遡
る
こ
と
が
可
能
か
検
証
す
る
。

「
伊
部
手
」
の
出
現 

重
　
根
　
弘
　
和
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二　

年
銘
の
入
っ
た

と
「
伊
部
手
」
の

　

こ
こ
で
紹
介
す
る
年
銘
の
入
っ
た
五
つ
の

は
、
い
ず
れ
も
岡
山
県
立
博
物

館
の
所
蔵
品
で
あ
る
。
年
銘
を
刻
む
作
品
は
稀
少
で
あ
る
上
に
、
備
前
焼
の
制

作
年
代
を
知
る
上
で
基
準
と
な
る
。
ま
た
刻
ま
れ
た
年
に
起
こ
っ
た
で
き
ご
と

や
そ
の
頃
に
活
躍
し
た
人
物
を
調
べ
、
ど
の
よ
う
な
時
代
に
使
わ
れ
て
い
た
か

具
体
的
に
知
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
今
回
紹
介
す
る
の
は
、
戦
国
時
代
か
ら

江
戸
時
代
前
期
と
い
う
、
備
前
焼
愛
好
家
が
と
く
に
注
目
す
る
時
代
に
制
作
さ

れ
た
作
品
で
あ
る
。
そ
の
た
め
残
念
な
が
ら
、
後
世
に
こ
の
頃
の
年
銘
を
刻
ん

だ
例
も
少
な
か
ら
ず
存
在
す
る
。

　

し
か
し
備
前
焼
の

は
、
発
掘
調
査
成
果
に
基
づ
く
分
析
が
進
み
、
形
に
加

え
て
調
整
痕
、
そ
し
て
表
面
の
質
感
や
色
の
変
遷
が
研
究
者
間
で
共
有
さ
れ
て

き
た
。
本
稿
で
対
象
と
す
る
作
品
は
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
成
果
と
照
ら
し
合
わ

せ
て
、
刻
ま
れ
た
年
銘
に
い
ず
れ
も
違
和
感
は
な
い
。

（
ⅰ
）

の
変
遷

　

今
回
紹
介
す
る
中
で
最
も
古
い
年
銘
は
、元
亀
二
年
（
一
五
七
一
）
で
あ
る
。

毛
利
元
就
（
一
四
九
七
〜
一
五
七
一
）
が
死
去
し
、
織
田
信
長
（
一
五
三
四
〜

一
五
八
二
）
が
比
叡
山
延
暦
寺
を
焼
き
討
ち
し
た
年
に
あ
た
る
。
こ
の
年
銘
を

刻
ん
だ

は
胴
が
大
き
く
張
る
。
外
面
は
板
状
工
具
で
な
ら
さ
れ
、
表
面
に
胎

土
中
の
砂
粒
を
引
き
ず
っ
た
筋
状
の
痕
を
無
数
に
残
す
。
内
面
の
胴
部
最
大
径

付
近
に
は
、
丸
い
工
具
痕
が
規
則
正
し
く
並
ぶ
。
タ
タ
キ
に
よ
り
厚
み
が
均
一

化
さ
れ
、
表
面
も
滑
ら
か
で
あ
る
。

　

次
に
古
い
年
銘
は
、文
禄
三
年（
一
五
九
四
）で
あ
る
。
豊
臣
秀
吉（
一
五
三
七

慶長12年　1607 文禄 3年　1594 元亀 2年　1571

写真 6　備前焼 甕の変遷①

高さ　104.5cm
口径　61.5（64.5）cm
胴径　83.9cm
底径　42.0cm
重さ　85.0kg

高さ　106.5cm
口径　60.5（73.5）×57.5（60.5）cm
胴径　80.4cm
底径　38.5cm
重さ　99.0kg

高さ　104.5cm
口径　66.0（67.5）×58.0（58.5）cm
胴径　79.7cm
底径　41.5cm
重さ　126.0kg
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〜
一
五
九
八
）
が
伏
見
城
に
入
城
し
た
年
に
あ
た
る
。
胴
部
外
面
に
は
布
状
の

も
の
で
撫
で
た
痕
が
あ
り
、
そ
の
痕
は
手
の
届
く
範
囲
で
細
か
く
向
き
を
変
え

る
。
内
面
に
は
先
に
紹
介
し
た

と
同
様
の
工
具
痕
が
あ
る
が
、
表
面
の
滑
ら

か
さ
は
や
や
劣
る
。
そ
の
た
め
か
、
重
量
も
重
い
。
口
縁
端
部
に
は
厚
み
が
あ

る
。
一
六
世
紀
後
半
か
ら
一
七
世
紀
前
半
に
か
け
て

の
口
縁
部
は
厚
み
を
増

し
、
上
方
へ
立
ち
上
が
る
傾
向
に
あ
る
。
こ
の
傾
向
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で

も
多
く
の
研
究
者
に
よ
り
指
摘
さ
れ
て
き
た
。

　

慶
長
一
二
年
（
一
六
〇
七
）
銘
を
刻
む

の
胴
部
外
面
に
も
、
細
か
く
向
き

を
変
え
な
が
ら
撫
で
た
痕
が
あ
る
。
ま
た
、
表
面
に
土
が
垂
れ
た
よ
う
な
痕
が

あ
り
、
お
そ
ら
く
塗
土
も
行
わ
れ
て
い
る
。
内
面
は
工
具
痕
が
目
立
た
ず
、
起

伏
が
顕
著
に
な
り
、
厚
み
も
増
す
。
重
量
も
増
え
る
が
、
底
部
付
近
に
石
膏
に

よ
る
補
修
が
あ
る
た
め
、
正
確
な
数
値
で
は
な
い
。
口
縁
部
上
端
は
厚
み
を

増
し
、
内
側
に
丸
く
突
出
す
る
。
胴
部
は
最
大
径
の
位
置
が
頸
部
に
近
づ
い

て
高
く
な
り
、
張
り
も
少
な
く
な
る
。
こ
の
年
に
徳
川
家
康
（
一
五
四
三
〜

一
六
一
六
）
が
駿
府
城
を
築
き
、
江
戸
か
ら
移
る
。

　

慶
長
一
八
年
（
一
六
一
三
）、
伊
達
政
宗
（
一
五
六
七
〜
一
六
三
六
）
が
支

倉
常
長
（
一
五
七
一
〜
一
六
二
二
）
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
派
遣
す
る
。
こ
の
年
銘

が
あ
る

は
、
胴
部
に
横
方
向
の
ナ
デ
痕
を
残
す
。
ナ
デ
痕
は
ほ
ぼ
水
平
方
向

へ
、
ひ
と
つ
な
が
り
に
周
回
す
る
。
こ
れ
ま
で
の
細
か
く
向
き
を
変
え
る
ナ
デ

痕
と
は
異
な
る
。
表
面
は
赤
み
が
強
い
褐
色
の
部
分
が
多
い
が
、
は
っ
き
り
と

塗
土
の
痕
が
確
認
で
き
る
。
内
面
に
は
起
伏
が
あ
り
、
工
具
で
叩
き
締
め
た
痕

は
薄
く
残
る
程
度
で
あ
る
。
胴
部
の
張
り
は
小
さ
く
な
り
、
最
大
径
の
位
置
も

高
く
な
る
た
め
、
胴
と
い
う
よ
り
は
肩
が
張
っ
た
よ
う
な
形
状
に
な
る
。

元和 5年　1619 慶長18年　1613 表面伊部手

写真 7　備前焼 甕の変遷②

高さ　104.0cm
口径　73.5（77.0）×69.5（70.3）cm
胴径　84.2cm
底径　37.5cm
重さ　102.7kg

高さ　103.0cm
口径　68.0（71.0）cm
胴径　79.0cm
底径　44.0cm
重さ　92.0kg

高さ　97.8cm
口径　53.5（56.5）cm
胴径　64.6cm
底径　30.0cm
重さ　66.0kg
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最
後
の
元
和
五
年
（
一
六
一
九
）
に
は
、
胴
の
張
り
は
ほ
と
ん
ど
な
く
な
り

寸
胴
に
近
づ
く
。
こ
れ
よ
り
新
し
く
な
る
と
、
頸
部
の
く
び
れ
も
な
く
な
る
。

胴
部
外
面
に
は
横
方
向
の
ナ
デ
痕
が
周
回
し
、
塗
土
を
施
す
。
内
面
の
広
い
範

囲
に
円
形
の
工
具
痕
を
残
す
が
、
そ
の
間
隔
は
均
一
で
は
な
く
、
表
面
に
か
な

り
の
起
伏
を
残
す
。
口
縁
部
は
さ
ら
に
厚
み
を
増
し
て
立
ち
上
が
り
、
端
部
を

内
側
に
巻
き
込
む
形
に
な
る
。
大
き
さ
は
他
よ
り
も
一
回
り
以
上
小
さ
く
感
じ

る
。
こ
の
年
、
伏
見
城
の
放
棄
が
決
定
す
る
。

（
ⅱ
）「
伊
部
手
」
と
の
比
較

　

写
真
1
―
1
の

は
、
表
面
全
体
が
光
沢
を
帯
び
た
黒
色
に
な
り
、
口
縁
部

か
ら
胴
部
上
半
に
掛
か
っ
た
ゴ
マ
は
黄
色
に
な
る
。
そ
の
色
調
は
伊
部
手
の
茶

道
具
と
共
通
す
る
。
底
径
に
対
し
て
胴
部
最
大
径
が
大
き
い
た
め
、
胴
が
張
る

よ
う
に
も
見
え
る
が
、
頸
部
か
ら
見
る
と
そ
の
張
り
は
大
き
く
な
く
、
最
大
径

の
位
置
も
頸
部
に
近
い
。
外
面
に
は
塗
土
を
施
し
、
胴
部
に
は
横
方
向
に
周
回

す
る
ナ
デ
痕
を
残
す
。
口
縁
部
に
は
厚
み
が
あ
り
、
端
部
は
丸
く
肥
圧
す
る
。

先
に
紹
介
し
た

の
中
で
特
徴
が
最
も
近
い
の
は
、
慶
長
一
八
年
銘
で
あ
る
。

お
そ
ら
く
、
そ
の
前
後
に
作
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
胴
部
外
面
の
ナ
デ
痕
か
ら
慶

長
一
二
年
ま
で
は
遡
ら
ず
、
胴
部
の
形
状
か
ら
元
和
五
年
ま
で
は
降
ら
な
い
と

い
え
る
。
ま
た
、
元
和
五
年
銘
と
は
形
態
差
が
大
き
い
た
め
、
慶
長
一
八
年
よ

り
降
る
と
し
て
も
、
そ
れ
に
近
い
年
代
と
考
え
て
問
題
な
い
だ
ろ
う
。

　

以
上
よ
り
、
伊
部
手
と
同
じ
発
色
は
、
慶
長
年
間
末
か
ら
元
和
年
間

（
一
六
一
五
〜
一
六
二
四
）
初
頭
頃
、
西
暦
で
示
す
と
一
六
一
〇
年
代
に
は
出

現
し
て
い
た
。

三　

懐
石
道
具
・
茶
道
具
か
ら

　
『
陶
器
考
附
録
』（
田
内
米
三
郎
著
、
一
八
五
五
）
の
備
前
焼
に
つ
い
て
記
し

た
項
に
、「
高
取
ニ
見
違
タ
ル
ナ
リ
」「
高
取
ト
ヨ
ク
似
タ
リ
」
と
記
載
が
あ
る
。

こ
れ
は
色
の
類
似
を
指
摘
し
た
記
述
で
は
あ
る
が
、
実
際
、
伊
部
手
の
中
に
は

高
取
焼
と
形
が
よ
く
似
た
も
の
が
あ
る
。

　

三
条
せ
と
物
や
町
跡
（
京
都
市
中
京
区
）
の
下
白
山
町
で
、
高
取
焼
の
木
葉

形
鉢
が
見
つ
か
っ
て
お
り
、
こ
れ
と
よ
く
似
た
伊
部
手
の
鉢
が
複
数
伝
わ
る
。

写
真
5
は
そ
の
一
例
で
あ
る
。
高
取
焼
の
木
葉
形
鉢
は
内
ヶ
磯
窯
（
福
岡
県
直

方
市
）で
焼
成
し
た
と
さ
れ
る
。内
ヶ
磯
窯
の
開
窯
は
慶
長
一
九
年（
一
六
一
四
）

で
あ
り
、
前
章
で
伊
部
手
と
同
じ
発
色
の

が
制
作
さ
れ
た
と
想
定
し
た
年
代

と
重
な
る
。

　

ま
た
、
伊
部
手
に
は
特
徴
的
な
耳
が
付
く
茶
道
具
が
複
数
知
ら
れ
る
。
写
真

4
は
そ
の
一
例
だ
が
、こ
の
形
状
の
耳
は
美
濃
伊
賀
に
も
見
ら
れ
る（
写
真
3
・

4
左
下
）。
元
屋
敷
窯
（
岐
阜
県
土
岐
市
）
で
は
、
慶
長
一
七
年
（
一
六
一
二
）

銘
を
底
に
刻
ん
だ
美
濃
伊
賀
の
水
指
が
確
認
さ
れ
て
い
る
（
加
藤
二
〇
〇
七
、

下
村
二
〇
二
〇
）。

　

内
ヶ
磯
窯
の
操
業
は
寛
永
七
年
（
一
六
三
〇
）
の
前
年
ま
で
と
さ
れ
（
尾
﨑

二
〇
一
三
）、
美
濃
伊
賀
の
生
産
は
一
七
世
紀
中
頃
ま
で
続
い
た
と
推
測
さ
れ

て
い
る
（
下
村
二
〇
二
〇
）。
そ
の
た
め
、
高
取
焼
の
木
葉
形
鉢
や
写
真
3
の

美
濃
伊
賀
花
入
の
制
作
時
期
は
、
寛
永
年
間
ま
で
降
る
可
能
性
と
同
時
に
、
慶

長
年
間
末
頃
ま
で
遡
る
可
能
性
も
あ
る
。
そ
れ
ら
と
特
徴
が
共
通
す
る
写
真

4
・
5
の
よ
う
な
伊
部
手
は
、
慶
長
年
間
末
頃
か
ら
寛
永
年
間
、
一
六
一
四
年

頃
か
ら
一
六
四
四
年
の
間
に
制
作
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
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お
わ
り
に

　

の
変
遷
を
提
示
し
た
後
、
伊
部
手
と
発
色
が
共
通
す
る

を
照
ら
し
合

わ
せ
た
と
こ
ろ
、
慶
長
年
間
末
か
ら
元
和
年
間
初
頭
頃
、
西
暦
で
示
す
と

一
六
一
〇
年
代
に
制
作
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
と
分
か
っ
た
。
伊
部
手
の
発
色

は
、
そ
の
頃
に
は
出
現
し
て
い
た
。

　

ま
た
、
伊
部
手
の
懐
石
道
具
・
茶
道
具
と
形
や
特
徴
が
共
通
す
る
高
取
焼

と
美
濃
焼
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
制
作
時
期
は
慶
長
年
間
末
頃
か
ら
寛
永
年
間
、

一
六
一
四
年
頃
か
ら
一
六
四
四
年
の
間
で
あ
る
。
遅
く
と
も
そ
の
期
間
内
に
、

伊
部
手
の
制
作
は
始
ま
る
。

　

以
上
よ
り
、
伊
部
手
の
出
現
時
期
は
、
最
も
古
く
考
え
る
と
慶
長
年
間
末
頃

に
位
置
付
け
ら
れ
る
。
た
だ
し
茶
会
記
な
ど
の
文
献
に
登
場
す
る
の
は
、
寛
永

年
間
以
降
で
あ
る
。
伊
部
手
は
桃
山
時
代
の
茶
道
具
と
比
べ
て
、
明
ら
か
に
厚

み
が
薄
い
例
が
多
い
。
ロ
ク
ロ
成
形
後
に
変
形
を
加
え
る
場
合
も
押
さ
え
る
だ

け
で
、
桃
山
時
代
の
よ
う
に
ケ
ズ
リ
を
加
え
て
面
を
取
っ
た
り
は
せ
ず
、
ヘ
ラ

目
も
押
さ
え
込
ま
ず
に
鋭
い
線
を
走
ら
せ
る
（
写
真
8
）。
薄
く
金
属
的
な
質

感
に
な
る
こ
れ
ら
の
作
品
群
は
、
桃
山
時
代
に
作
ら
れ
た
と
は
考
え
が
た
い
。

　

伊
部
手
の
表
面
は
光
沢
の
あ
る
黒
色
や
紫
色
に
な
り
、
非
常
に
特
徴
的
で
あ

る
。「
土
味
が
魅
力
」
と
い
わ
れ
る
桃
山
時
代
の
茶
道
具
と
は
異
質
で
あ
る
（
写

写真 8　備前焼 水指
岡山シティミュージアム蔵（木村コレクション）
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真
9
）。
そ
の
違
い
か
ら
、
大
き
な
時
代
の
変
化
を
感
じ
る
。
し
か
し
、
伊
部

手
の
茶
道
具
の
中
に
も
厚
み
が
あ
り
、
桃
山
時
代
と
通
じ
る
ケ
ズ
リ
成
形
を
加

え
た
り
、
押
さ
え
込
ん
だ
ヘ
ラ
目
を
入
れ
た
り
し
た
作
品
群
が
あ
る
。
そ
れ
ら

は
、
他
の
多
く
の
伊
部
手
よ
り
も
古
い
可
能
性
が
高
い
。

　

な
お
、
伊
部
手
に
は

と
似
た
形
の
水
指
が
あ
る
（
写
真
10
）。
伊
賀
や
美

濃
伊
賀
に
も

と
類
似
し
た
形
が
あ
り
、
格
子
文
を
タ
タ
キ
で
表
現
す
る
例
も

あ
る
。
茶
席
で
の
統
一
感
や
調
和
を
求
め
た
の
か
、
用
途
や
素
材
が
異
な
り
な

が
ら
も
、
形
の
他
、
装
飾
が
共
通
す
る
茶
道
具
は
時
代
を
問
わ
ず
存
在
す
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
調
査
の
際
、
伊
部
手
に
見
ら
れ
る
特
徴
的
な
耳
の
形
は
、

に

付
け
る
鐶
を
表
現
し
た
の
で
は
な
い
か
と
の
指
摘
を
受
け
た
。
確
か
に
正
面
か

ら
見
る
と
二
重
か
三
重
に
巻
い
た
鐶
の
よ
う
で
も
あ
り
、

か
ら
影
響
を
受
け

て
制
作
し
た
形
で
あ
れ
ば
、
そ
の
可
能
性
も
あ
る
。

　

の
よ
う
に
年
銘
を
記
し
た
茶
道
具
は
極
め
て
少
な
い
。
そ
の
た
め
制
作
時

期
を
考
え
る
際
に
は
、
特
徴
が
共
通
す
る
作
品
群
を
集
め
て
枠
組
を
作
り
、
そ

れ
ぞ
れ
の
作
品
か
ら
得
ら
れ
る
情
報
を
可
能
な
限
り
収
集
し
、
枠
組
全
体
の
年

代
を
推
測
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、一
定
の
年
代
観
が
得
ら
れ
た
後
に
は
、

枠
組
の
中
に
差
異
が
含
ま
れ
て
い
な
い
か
、
そ
し
て
設
定
し
た
枠
組
が
有
効
で

あ
る
か
、
改
め
て
見
直
す
必
要
が
あ
る
。

　

の
年
代
観
を
そ
の
ま
ま
茶
道
具
に
あ
て
は
め
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
最

初
に
述
べ
た
と
お
り
、

は
伊
部
手
に
含
ま
な
い
と
さ
れ
る
。
技
法
が
確
立
し

て
か
ら
、
茶
道
具
に
取
り
入
れ
る
ま
で
時
間
差
が
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
し

か
し
伊
部
手
の
発
色
そ
の
も
の
は
、
一
六
一
〇
年
代
に
は
登
場
し
て
い
た
。

《
主
要
参
考
文
献
》

・
尾
﨑
直
人
・
福
岡
市
美
術
館　
『
筑
前
高
取
焼
の
研
究
』
福
岡
市
美
術
館
叢
書
五　

福
岡
市
文
化

芸
術
振
興
財
団　

二
〇
一
三
年

・
桂
又
三
郎　
「
古
備
前
解
説
」『
時
代
別
古
備
前
名
品
図
録
』　

光
美
術
工
芸　

一
九
七
三
年

・
加
藤
真
司　
「
志
野
と
織
部
の
生
産
に
つ
い
て
」『
志
野
と
織
部
』　

出
光
美
術
館　

二
〇
〇
七
年

・『
三
条
せ
と
物
や
町
―
桃
山
茶
陶
―
』
京
都
市
文
化
財
ブ
ッ
ク
ス
三
〇　

京
都
市
文
化
市
民
局
文

化
芸
術
都
市
推
進
室
文
化
財
保
護
課　

二
〇
一
六
年

・
下
村
奈
穂
子　
『
備
前
焼
茶
道
具
の
研
究
』　

法
藏
館　

二
〇
一
六
年

・
下
村
奈
穂
子　
「
十
六
・
十
七
世
紀
の
瀬
戸
・
美
濃
窯
の
焼
き
締
め
茶
陶
」『
此
君
』
根
津
美
術

館
紀
要
一
一　

根
津
美
術
館　

二
〇
二
〇
年

・
林
屋
晴
三　
「
備
前
」『
世
界
陶
磁
全
集
』
四　

桃
山
（
一
）　

小
学
館　

一
九
七
六
年
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